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年頭のごあいさつ
農業保険法スタート！
農業者からのメッセージ
新・ふるさとの味 旬の味
信州 名産・特産品
信州ぐるっとひとめぐり
クイズ
農業技術通信 Vol.6

制度の改正が順次適用されます
園芸施設共済と家畜共済についてご案内
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羽田	健一郎

平
成
31
年 

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は

ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
も
一
昨
年
に
県
域
組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

お
か
げ
さ
ま
で
２
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
春
先
か
ら
の
少
雨
、

豪
雨
、
猛
暑
、
大
型
台
風
の
襲
来
、
地
震
等
と
自
然
災

害
が
多
発
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
特
に
台
風
21
号
が

９
月
４
日
県
内
に
最
接
近
し
、
北
信
地
域
を
中
心
に
果

樹
、
園
芸
施
設
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
農
家
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
一
方
、
水
稲
は
猛
暑
や
秋
雨
前
線
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
内
の
作
柄
は
平
年
並
み
と

な
り
、
被
害
も
比
較
的
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
適
正
な
損
害
評
価
と
共
済
金
の
早
期
支
払
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

法
改
正
関
係
で
は
、
昨
年
４
月
農
業
保
険
法
が
施
行

さ
れ
、
農
業
共
済
事
業
お
よ
び
農
業
経
営
収
入
保
険
事

業
の
２
本
立
て
の
農
業
保
険
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
農
業
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
大
幅
な
改

正
が
本
年
か
ら
実
施
と
な
り
ま
す
。
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
方
式
等
新
た
な
方
式
の
追
加
、
被
害
に
応
じ
た
農
家

掛
金
負
担
、
業
務
の
簡
素
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
に
つ
い
て
は
、
昨
年
制
度
の
周
知
を
地
方

新
聞
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
広
報
紙
等
を
通
じ
て

県
内
農
家
に
広
く
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
会
議
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
訪
問
等
に
よ
り
、
青
色
申
告
の
実
施
有
無

お
よ
び
収
入
保
険
の
加
入
意
向
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
昨
年
10
月
か
ら
本
格
的
な
加
入
申
請
の
受
付
手

続
き
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
加
入
結
果
は
、
ま
と
ま
り

次
第
ご
報
告
し
ま
す
が
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で

異
常
気
象
を
示
す
豪
雨
、
大
型
台
風
等
の
発
生
、
ま
た
、

農
畜
産
物
価
格
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
発
効
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、

日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
締
結
に
向
け
た
交
渉
な
ど
に
よ
る
輸
入
農

産
物
の
攻
勢
、
産
地
間
競
争
お
よ
び
消
費
動
向
等
に
よ

り
下
落
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
組
合
で
は
本
年
も
引
続
き

各
事
務
所
の
相
談
窓
口
、
諸
会
議
お
よ
び
戸
別
訪
問
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
農
業
共
済
事
業
と
合

わ
せ
て
推
進
を
行
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か
の
保
険
に

ご
加
入
い
た
だ
き
、
無
保
険
不
安
を
払
拭
し
、
安
心
し

た
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
国
の
財
政
事
情
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
が
、
業
務
の
効
率
化
と
経
費
節
減
を
行
う
と
と
も

に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
強
化
を
図
り
、
組
合
員

の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
団
体
と
し
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
元
旦

園 芸 施 設 共 済

家 畜 共 済

被覆していない
期間も対象へ

被覆期間のみを補償
短期加入（被覆期間のみの加入）の廃止
（未被覆期間の共済掛金は被覆期間の
１～２％程度となる見込み）

死廃共済と
病傷共済

死廃共済と病傷共済は
セットで補償

死廃事故 異動に伴い補償割合が変動
期首の資産価値で補償

異動に伴う補償割合は固定
日々価値が増加する肥育牛等は、期首で
はなく、事故発生時の資産価値で補償

死廃共済と病傷共済を分離し、
別々の補償割合（補償金額）あるいは
一方のみの補償の選択が可能

引受関係 期首に飼養している
頭数で引受

期首の申告により年間飼養予定頭数で
概算の掛金を支払い、期末に実際の
頭数等をトレサ情報等で確認して精算

病傷事故 初診料以外の診療費を限度

初診料を含めた診療費の１割が自己負担
（2020年１月以降に共済掛金期間が開始
する共済関係から）
事故外診療の取扱いは現行どおり

共済金支払
基準の見直し

１棟ごとの損害額が３万円
または共済価額の10％を
超えた場合に支払い

支払基準を加入者の選択制とします。
①１棟ごとの損害額が３万円または
　共済価額の５％を超えた場合
②10万円を超えた場合
③20万円を超えた場合

平成30年４月に施行された「農業保険法」により平成31年から制度の改正が順次適用されます。
平成31年１月１日から適用される園芸施設共済、家畜共済についてご案内します。

現　　行 改　正　後

現　　行 改　正　後
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※前年度と異なる金融機関等を利用する場合は記入ください。

※ 面積は０.０１ａ単位で記入をお願いします。　　　　　　　　注）１反歩≒１０ａ

※ 損害評価は、申込内容により評価しますので正確に記入して下さい。

※ 米穀・麦類・大豆・そば・なたねの種子圃場については、作物名欄に種子であることを明記して下さい。

（上段：水田台帳／下段：共済情報（引受面積））

水
稲
共
済

合　　　　　　　　　　　　　計

耕地筆数 引受筆数 水田面積 水稲作付（引受）面積 基準収穫量 引受収量

主食用米

個人選択共済金額 通　　　　　　　　　　　信　　　　　　　　　　　欄

米粉用米 飼料用米

※単位当たり共済金額（平成30年産の場合、1kg当たり）

金融機関 種 口座番号 口　座　名　義　人　（ カ  ナ ）

補償割合引受方式
主食用

選択 共済金額の順位

飼料用 米粉用
加入

※  一 筆

半損特約

農　　業　　共　　済 （※以外、  昨年の加入状況）

㊞

※氏名欄・住所欄にお名前・住所を自筆で記入ください。 ※2枚目、3枚目にも必ず押印をお願いします。

漢字（２枚目、３枚目にも必ず押印をお願いします） 漢字

農済 太郎

ノウサイ タロウ

平成31年度（産）経営所得安定対策等交付金に係る営農計画書及び水稲生産実施  計画書 水稲共済加入申込書（３枚目農業共済組合提出用）
平成31年　　　月　　　　日（１枚目提出用）水稲共済申込方法のご案内
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※新規需要米・加工用米については「需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領」に基づく契約数量等を記載すること

　 本票に記載された内容については、「需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領」「経営所

得安定対策等実施要綱」に基づく事業及び水稲共済の引受など円滑な事業推進のため、関係法

令、要綱、要領、通達などを遵守し、関係他機関に提供されること、第三者の情報を記載することに

関する責任を負うこと、記載内容を確認するための調査や資料提供に応じること、助成要件を満た

さなかったことが明らかになった場合は助成金を返還することについて承諾します。

※ 主食用水稲以外は、水田、畑、二毛作の区分に限らず、作付面積の合計を記載すること。

※ 麦は、数量払いの対象とならない種子用、ビール麦を除いた面積とします。

※ 大豆は、数量払いの対象とならない種子用大豆、黒大豆を除いた面積とします。

※ そば、なたねは、数量払の対象とならない種子用を除いた面積とし、なたねについては、

   油糧用以外のものを除いた面積とします。
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市町村名（コードＡ）

地区名（コードＢ）

集落名（コードＣ）

生産調整方針

作成主体コード

地域協議会名（コードＤ）

共済組合名

共済地区名

組合員等コード

大小地区コード

電話番号（有線）

住 

所
（
カ
ナ
）

分
筆
番
号

作
　
期

区
　
　
　
分

収
量
等
級

新
規
需
要
米

加 

工 

用 

米

多
収
性
専
用
品
種

再
生
利
用
加
算
該

Ｗ  

Ｃ  
Ｓ

飼
料
用
米

米
粉
用
米

新
市
場
開
拓
用
米

種
子
圃
場

酒
造
好
適
米

交
付
対
象
農
地
区
分

耕
地
番
号

経 

営 

形 

態

氏 

名
（
カ
ナ
）

□個人

□法人

□集落営農

（構成員　　  人）

※該当へ☑を入れてください。

※収入保険（2020年産）加入予定

（加入する場合は、共済・ナラシは加入できません）
※青色申告者に限る（○印を記入）

加入予定

共済組合か
ら協議会へ
の情報提供
を許可する

参加する生産調整

方針作成主体名

水稲 麦 大豆

農作物共済 畑作物共済

そば

農業共済加入状況（含加入予定）

※加入している又は加入予定の場合は「○」を記入してください。

農業者
番号

コード
Ａ

コード
Ｂ

コード
Ｃ

コード
Ｄ

経営所得安定対策

交付申請予定

地　名　・　地　番

水田面積

（畦畔除く）

上段ー水田台帳

下段ー共済情報

水稲作付

（引受）面積

上段ー水田台帳

下段ー共済情報

水稲以外の

作物作付等面 作 物 等 名
又は

水稲品種名

地　　　　　　　 権　　　　　　　 者
（ 権 原 を 有 す る 者 ）

貸　　　借　　　相　　　手　　　方

農 業 者 記 載 欄

上段ー水田台帳

下段ー共済情報

貸
借
コ
ー
ト

自家消費

該当＝○

不作付け地

の改善計画

予定内容

達成予定

年　　　度
品種
コード

減収
栽培

有機

直播

その他

新規需要米 二毛作の
実施＝○

耕畜

連携

新植造成
年月 当年

畑地

畑地化

開始年

新規開田
年月

転換畑該
当年月

取組

種類

二毛作
（裏作）
作物名

生産数量の目安値（農業者等間調整後）記入欄 新規需要米・加工用米・備蓄米記入欄 担当者記入欄

対象作物

主食用

水稲

生産数量目安値 単収（㎏/１０ａ） 作付面積換算値 設定確認 区　　分

加工用米

備蓄米

合　　計

出荷・販売契約数量 生産予定面積
作況調整後の

出荷・販売契約数量 出荷・販売数量 備　　考

kg kg/10a a ㎡ ＷＣＳ用稲

米粉用米

飼料用米

飼料用米

青刈り稲
（※飼料作物）

新市場開拓用
a ㎡

a ㎡

a ㎡

a ㎡

a ㎡

a ㎡

a ㎡

なたね

そ　ば

大　豆

はだ
か麦

六条
大麦

二条
大麦

小麦

麦

対象作物

畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の営農継続支払に係る生産予定面積
（認定農業者、要件を満たす集落営農、認定新規就農者が対象）

対象作物 生産予定面積生産予定面積

全相殺方式、地域インデックス方式
半相殺方式
一筆方式

引　受　方　式 補償割合（％）
90
80
70

80
70
60

70
60
50

ス
タ
ー
ト
！

農
業
保
険
法

　
平
成
31
年
産
水
稲
共
済
は
、
制
度
改
正
に
よ
り
任
意
加
入
制
と
な
り

ま
す
。
平
成
31
年
産
加
入
か
ら「
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
」に
よ
る
引
受

と
な
り
、
例
年
よ
り
早
期
の
配
布
、
回
収
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
地
域
再
生
協
議
会
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す「
営
農
計
画
書
お
よ
び
水
稲

生
産
実
施
計
画
書
一
体
化
帳
票
」が
加
入
申
込
書
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
期
限
は
各
地
域
再
生
協
議
会
の
日
程
に
よ
り
ま
す
が
、
組
合
の

事
業
規
程
に
よ
り
、
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
は
５
月
１
日
が
申
込
み
期

限（
南
信
お
よ
び
北
信
の
岳
南
・
岳
北
地
域
は
５
月
10
日
）と
な
り
、
申

込
み
が
な
い
場
合
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
松
本
市
・
塩
尻
市
・
安
曇
野
市
・
大
町
市
・
池
田
町
・
松
川
村
・

白
馬
村
・
小
谷
村
・
富
士
見
町
お
よ
び
上
伊
那
地
域
に
つ
い
て
は
、独
自

の
帳
票
で
の
取
り
ま
と
め
に
な
り
ま
す
。

税申告が青色申告であり、
2020年に「収入保険」の加入を予定される
場合は、「〇」を付けてください。

加入を希望される場合は、必ず加入申込書に
押印をお願いします。

筆の確認、訂正方法は各地域再生協議会
の記入例を参考にしてください。

平成30年産加入の方は「アリ」が記載されています。継続加入はそのまま、
加入を希望しない場合は「×」、新規で加入の場合は「〇（アリ）」印を記入
してください。

「一筆方式」以外の特約です。全相殺方式など農家単位の補償方式でも、
一筆単位で半作以上の被害の場合に対象となります。
（通常掛金に加えて特約分の掛金が必要です）
特約が必要な場合は「〇（アリ）」を、不要の場合は「×」を記してください。

※昨年（平成30年産）の加入状況
が打ち出されています。
※加入方式変更の場合は、二重線
で訂正し、次の方式から選択し
てください。
•一筆方式
•半相殺方式
•全相殺方式
•地域インデックス方式

※補償割合変更の場合は、次から選択してください。
※補償単価で第１位以外を選択する場合は、次から選択してください。

区分 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位 第８位
主食用米
飼料用米
米粉用米

195円
40円
84円

176円
36円
76円

156円
32円
67円

137円
28円
59円

117円
24円
50円

98円
20円
42円

16円
34円

12円
25円

※単位当たり共済金額（平成30年産の場合、1kg当たり）

水
稲
を
耕
作
す
る
み
な
さ
ま
へ

農
作
物
共
済（
水
稲
・
麦
）は
平
成
31
年
産
か
ら
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
前
号（
№
６
秋
号
）に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
号
で
は
、水
稲
共
済
の
申
込
み
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。
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農業者からのメッセージ 私たちの取り組み事例
　
株
式
会
社
平
成
農
園
で
は
水
稲
７
㌶
、

麦
８
㌶
、
大
豆
８
㌶
、
野
菜
の
他
、
耕

作
放
棄
地
を
利
用
す
る
た
め
に
マ
コ
モ

タ
ケ
70
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

マ
コ
モ
タ
ケ
は
イ
ネ
科
の
植
物
で
、

水
田
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
栽
培
で
き

ま
す
。
背
丈
が
高
く
根
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
で
稲
の
風
よ
け
に
も
な
り
ま

す
。

　
ア
ク
や
ク
セ
が
な
く
タ
ケ
ノ
コ
に
似

た
食
感
が
あ
り
、
煮
物
や
炒
め
物
な
ど

ど
ん
な
料
理
に
も
合
い
ま
す
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
血
圧
降
下
、
浄
血
作
用

な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
健
康

野
菜
と
し

て
注
目
さ

れ
て
い
る

野
菜
で
す
。

　

利
用
拡

大
の
た
め

に
粉
末
状

に
し
た
う

ど
ん
や
、

焼
酎
の
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
肌
荒

れ
防
止
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
、
マ

コ
モ
タ
ケ
を
原
料
と
し
た
化
粧
石
鹸
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
研
究
室
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
医
薬
品
の
開
発
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
荷
し
て

お
り
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

県
内
で
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利

用
さ
れ
て
マ
コ
モ
タ
ケ
の
良
さ
が
伝
わ

っ
て
い
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
有
機
無
農
薬
栽
培
と
、
自
然
農
法
米

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
５
㌶

の
う
ち
4.5
㌶
が
有
機
水
田
、
残
り
50
㌃

で
減
農
薬
米
を
栽
培
し
、
古
代
米
に
属

す
る「
白
毛
モ
チ
」少
々
と
、あ
と
は
大

豆
50
㌃
、
麦
50
㌃
の
栽
培
も
無
農
薬
で

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
30
年
は
新
た

に
干
ば
つ
を
予
想
し
て
、
陸
稲
「
農
林

24
号
」
と
、
自
然
農
法
で
開
発
さ
れ
た
、

高
温
に
対
応
可
能
な
品
種
「
は
た
は
っ

た
ん
」
の
試
験
栽
培
も
行
い
、
ど
ち
ら

も
出
来
は
上
々
。「
は
た
は
っ
た
ん
」は

食
味
計
測
で
84
点
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

粘
り
で
食
味
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け

は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
体
が
少
し
弱
く
、

当
時
の
強
い
農
薬
に
よ
る
影
響
は
使
う

本
人
に
も
作
物
に
も
出
て
し
ま
い
長
生

き
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
。
専

業
農
家
と
な
っ
た
20
年
前
、
食
料
自
給

率
は
下
が
り
輸
入
に
頼
る
日
本
の
将
来

を
思
い
一
念
発
起
し
、
農
薬
を
使
わ
な

い
有
機
栽
培
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
当

時
は
ま
だ
有
機
栽
培
を
し
て
い
る
人
は

わ
ず
か
で
、
私
は
合
鴨
農
法
に
頼
る
一

方
で
、
全
国
の
情
報
を
学
び
な
が
ら
草

の
生
え
に
く
い
土
づ
く
り
を
し
、
結
果

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
み
や
た
米

と
し
て
の
種
子
が
有
機
水
田
に
な
じ
み
、

こ
の
頃
は
安
定
的
な
栽
培
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
有
機
栽
培
の
方
法

は
畑
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
昨
年
20
年

間
続
け
て
き
た
合
鴨
に
頼
る
稲
作
り
に

終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
若

い
方
が
信
念
を
持
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

方
法
を
確
立
し
て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
11
月
４
日
に
は
自
宅
庭
で
29
年
に
収

穫
し
た
大
豆
と
小
麦
で
で
き
た
麹
で
自

家
製
醤
油
搾
り
を
行
い
ま
し
た
。
発
酵

熟
成
の
さ
せ
方
が
独
特
で
す
が
、
安
全

で
味
が
良
い
た
め
子
育
て
中
の
方
々
を

中
心
に
少
し
ず
つ
で
す
が
、
年
々
広
が

っ
て
い
ま
す
。「
日
々
の
食
卓
か
ら
安
全

な
有
機
の
も
の
に
変
え
て
い
き
た
い
」

と
い
う
強
い
思
い
に
賛
同
し
て
く
れ
る

仲
間
も
で
き
、
社
会
的
な
活
動
に
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
東
京
の
会
社
勤
め
か
ら
３
年
前
に
故

郷
に
帰
り
、
長
野
県
農
業
大
学
校
に
入

学
し
２
年
間
の
実
習
を
経
て
30
年
の
春

か
ら
本
格
的
に
営
農
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
妻（
千
華
子
さ
ん
）が
花
を

育
て
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
と
、

地
元
に
戻
り
何
が
し
た
い
か
考
え
た
と

き
に
浮
か
ん
だ
の
が
農
業
で
し
た
。

　
今
は
園
芸
ハ
ウ
ス
３
棟
、
８
㌃
で
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
菊
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
主
に
東

京
・
大
阪
の
市
場
や
花
卉
会
社
に
出
荷

し
ブ
ラ
イ
ダ
ル
等
に
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。「
茎
を
し
っ
か
り
さ
せ
長
く
花

を
持
た
せ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
肥
料
調

合
に
も
力
を
入
れ
、
ま
た
抑
制
栽
培
で
、

開
花
を
９
月
下
旬
か
ら
11
月
中
下
旬
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
時
期
に
合
わ
せ
た
出
荷
も

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
花
の
栽
培
に
は
温
度
管
理
が
重
要
で

夏
場
は
循
環
扇
を
用
い
て
花
が
焼
け
な

い
よ
う
に
し
、
冬
場
は
暖
房
を
焚
き
16

度
に
温
度
を
保
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス

内
な
ら
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
に
作
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
利
点
で
す
。

30
年
は
猛
暑
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
31
年
は
花
の
品

種
を
増
や
し
、
茎
の
し
っ
か
り
と
し
た

豊
か
な
切
り
花
を
生
産
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
伊
那
市
高
遠
町
で
花
農
家
か
ら
借
り

受
け
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
と
、
美み

篶す
ず

に
新
し
く
建
て
た
２
棟
に
て
、
夏
秋

い
ち
ご
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
信
州
大
学
農
学
部
在
学
中
に
開
発
に

携
わ
っ
た
夏
秋
い
ち
ご「
信
大
Ｂ
Ｓ
８- 

９
」
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
い
ち
ご
農
園
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
従
業
員
３
人
、
パ
ー
ト
約

10
名
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
大
学
卒
業

後
は
愛
知
県
で
会
社
員
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
農
業
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
て
、
２
０
１
０
年
に
母
校
の
あ

る
信
州
で
就
農
し
、
２
０
１
６
年
に
は

会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
信
大
Ｂ
Ｓ
８-

９
」
は
高
糖
度
で
香

り
も
良
く
、
ま
た
果
芯
ま
で
赤
く
て
断

面
も
美
し
い
品
種
で
す
。
そ
し
て
病
気

に
も
強
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。
い
ち
ご
の
収
穫
期
は
冬
か
ら
春
に

か
け
て
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
の
品
種

は
６
月
〜
12
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
収
穫
が

可
能
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
に
応
え
ら

れ
る
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ち
ご
は
「
真
心
」
と
い
う
商
品
名

で
全
国
の
洋
菓
子
店
や
フ
ル
ー
ツ
専
門

店
に
出
荷
、
ま
た
贈
答
品
と
し
て
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
知
名
度
が
低
く
出
荷
量
も
安
定

し
な
い
品
種
で
す
が
、
同
じ
志
を
持
っ

た
仲
間
を
増
や
し
て
、
多
く
の
人
に
こ

の
い
ち
ご
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

HP

：https://w
w

w
.m

orim
oto-

nouen.co.jp/index.htm
l

多
く
の
人
に
い
ち
ご「
真
心
」の

美
味
し
さ
を
伝
え
た
い
！

有
機
無
農
薬
栽
培
と

自
然
農
法
で
米
づ
く
り

伊那市

森も
り
も
と本 

恭き
ょ
う
へ
い平

さ
ん（
35
歳
）

株
式
会
社「
森
本
農
園
」代
表

長野市

中な
か
ざ
わ澤 

基も
と
いさ

ん（
74
歳
）

株
式
会
社「
平
成
農
園
」代
表

小諸市

田た
な
か中 

孝た
か
な
お尚

さ
ん（
43
歳
）

　
　

 
千ち

か

こ
華
子
さ
ん（
45
歳
）

松川村

宮み
や
た田 

兼か
ね
と
う任

さ
ん（
69
歳
）

マコモタケを使って開発した商品

収穫したマコモタケを手にする中澤さん

夏秋いちご「真心」

右が森本さん、左はスタッフの池田さん

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
　

茎
を
丈
夫
に
し
っ
か
り
さ
せ
、
花
持
ち
よ
く
！

健
康
野
菜
と
し
て
注
目
の

マ
コ
モ
タ
ケ
を
よ
り
広
め
た
い
！

色鮮やかなトルコギキョウが並んでいる11月4日に行った自家製醤油絞りの様子

孝尚さん（右）と千華子さん
冬は自宅庭で燻炭作り。

「いい苗ができます」
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I N F O R M A T I O N

N O S A I 長 野 か ら の お 知 ら せ

　
「
り
ん
ご
」「
ぶ
ど
う
」「
な
し
」「
も

も
」「
か
き（
市
田
柿
、平
核
無
）」「
す
も

も
」
の
計
６
樹
種
が
加
入
で
き
ま
す
。

　
加
入
方
式
に
よ
っ
て
補
償
対
象
は

変
わ
り
ま
す
が
、
総
合
方
式
の
場
合

は
補
償
期
間
中
に
発
生
し
た
風
水
害
、

ひ
ょ
う
害
、
凍
霜
害
を
は
じ
め
と
す

る
す
べ
て
の
自
然
災
害
に
加
え
、
病

虫
害
、
鳥
獣
害
、
火
災
、
近
年
増
加

し
て
い
る
高
温
障
害
に
よ
る
果
実
の

日
焼
け
、
雨
害
湿
潤
害
に
よ
る
果
実

の
裂
果
に
よ
る
減
収
も
補
償
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
暴
風
、
降
ひ
ょ
う
、
凍
霜
害
の
特

定
の
災
害
を
対
象
と
し
た
特
定
危
険

方
式
は
、
２
０
２
１
年
産
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
在
、
こ
の

方
式
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
す
べ

て
の
自
然
災
害
を
対
象
と
し
た
総
合

方
式
へ
の
切
り
替
え
、
ま
た
青
色
申

告
者
は
収
入
保
険
へ
の
加
入
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
制
度
改
正
に
伴
い
、
共
済
掛
金

率
の
設
定
も
改
正
さ
れ
、
農
業
者

ご
と
に
過
去
の
損
害
率
に
応
じ
て

41
段
階
の
区
分
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

　
新
規
に
加
入
さ
れ
る
方
は
下
記

の
と
お
り
0
区
分
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
り
ん
ご
、ぶ
ど
う
、な
し
、も
も
、

か
き
に
つ
い
て
は
特
定
の
防
災
施

設（
防
霜
フ
ァ
ン
等
）が
設
置
さ
れ

て
い
る
園
地
に
つ
い
て
は
共
済
掛

金
の
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
果
樹
共
済
は
国
の
政
策
保
険
の

た
め
共
済
掛
金
の
う
ち
半
額
を
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
加

入
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

市
町
村
よ
り
共
済
掛
金
の
一
部
を

助
成
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

0

20191817
-17-18-19-20

41段階の掛金率低 高

　
近
年
発
生
し
て
い
る
被
害
を
振
り
返
る
と
、
凍
霜
害
や
台
風
等
の
広
範
囲
に
わ
た
る
被
害

の
ほ
か
に
、
降
ひ
ょ
う
や
集
中
豪
雨
で
の
局
地
的
な
被
害
、
日
焼
け
や
日
照
不
足
な
ど
発
生

を
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
災
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
果
樹
生
産
者
に
と
っ
て
安
定
し
た
経

営
を
図
る
た
め
に
、
果
樹
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
農
業
保
険
法
を
受
け
、
平
成
31

年
度
か
ら
農
業
者
ご
と
に
共
済
金
の
支
払
状
況
に
応
じ
て
掛
金
率

が
変
わ
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
被
害
が
少
な
い
組
合
員
は
よ
り
安
い
掛
金
で
ご
加
入
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
第
一
号
議
案

　
事
業
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◆
第
ニ
号
議
案

　
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率

の
設
定
に
つ
い
て

◆
第
三
号
議
案

　
建
物
共
済
の
保
険
関
係
に

関
す
る
基
本
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

◆
付
帯
決
議

◆
報
告
第
１
号

　
果
樹
共
済
金
の
仮
渡
し
の

実
施
に
つ
い
て

◆
報
告
第
２
号

　
収
入
保
険
の
取
組
状
況
に

つ
い
て 果

樹
共
済
の
加
入
申
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た

共
済
掛
金
率
が
41
段
階
の

危
険
段
階
別
に
設
定
さ
れ
ま
す

第
３
回

臨
時
総
代
会
を

開
催

—  読 者 の み な さ ん の お 声  —

長
野
県
警
察
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
適
用
す
る
危
険
段
階
区
分
は
、
組
合
員
等
の
直
近
20
年
間
の
加
重

平
均
損
害
率
（
直
近
年
の
ウ
ェ
イ
ト
を
高
め
た
各
年
の
損
害
率
※
の

加
重
平
均
）
に
よ
り
毎
年
判
定
し
ま
す
。
新
規
加
入
者
は
、
０
区
分

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。　
　
※
損
害
率
＝
共
済
金
／
共
済
掛
金

危
険
段
階
の
区
分
は
毎
年
判
定
さ
れ
ま
す

　
危
険
段
階
の
区
分
数
は
、
危

険
段
階
区
分「
0
」を
中
心
に
上

下
20
区
分
ず
つ
（
-20
か
ら
20
ま

で
）
の
41
段
階
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
被
害（
共
済
金
の
支
払
い
）が

な
け
れ
ば
適
用
区
分
は
下
が
り

ま
す
。
区
分
の
数
字
が
小
さ
い

ほ
ど
掛
金
率
が
低
く
、
大
き
い

ほ
ど
高
く
な
り
ま
す
。

　
設
定
す
る
共
済
掛
金
の
危
険

段
階
区
分
の
格
差
は
、
最
低
位

区
分「
-20
」は
組
合
平
均（
国
か

ら
の
告
示
料
率
）
の
２
分
の
１

と
し
、
最
上
位
区
分「
20
」は
損

害
率
に
よ
り
設
定
し
ま
す
。

危
険
段
階
区
分
は
41
段
階
に
設
定
さ
れ
、

被
害
が
な
け
れ
ば
適
用
と
な
る
区
分
が
下
が
り
ま
す

　自動車保険と同様に、共済金の支払いがあれば
翌年の掛金率が上がり、支払いがなければ段階的
に下がっていくことになります。

　

平
成
30
年
10
月
30
日
、
松
本

市「
あ
ず
さ
会
館
」で
第
３
回
臨

時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
諏
訪
市
の
濱
紀
一

総
代
が
選
任
さ
れ
、
総
代
総
数

１
９
９
人
中
、
本
人
出
席
64
人
、

書
面
出
席
１
３
０
人
、
合
計
１

９
４
人
（
出
席
率
97
・
５
％
）の

出
席
を
得
て
審
議
し
、
全
議
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

補
償
対
象
と
な
る
事
故

共
済
掛
金
の
割
引
・
補
助

共
済
掛
金
の

危
険
段
階
別
の
設
定

加
入
で
き
る
樹
種

　
詳
し
く
は
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

も
し
く
は
支
所
の
担
当
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
、

封
書
使
用
の

架
空
請
求
詐
欺
被
害
に

ご
注
意
を
！

●
携
帯
電
話
に
、

　
「
会
員
登
録
の
未
納
料

金
が
発
生
し
て
い
ま
す
」

「
本
日
連
絡
な
き
場
合
、

法
的
手
続
き
に
移
行
し
ま
す
」

な
ど
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル
や
、

●
自
宅
に
、

　
「
総
合
消
費
料
金
訴
訟
最
終
通
知
書
」

等
と
記
載
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
や
、『
重
要
』

と
い
う
朱
印
が
押
印
さ
れ
た
茶
色
封
筒

入
り
の
通
知
文
が
届
き
、
そ
れ
ら
に
記

載
さ
れ
た
連
絡
先
に
電
話
を
す
る
と
、

○
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
て
カ
ー
ド
の

番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
端
末
機

を
操
作
し
て
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
ど
と
料
金
を
請
求
す
る
手
口
が

架
空
請
求
詐
欺
で
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

★
ハ
ガ
キ
等
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に

　
「
電
話
を
か
け
な
い
！
」

★
ま
ず
は

　
「
警
察
や
家
族
に
相
談
す
る
！
」

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々
の
記
事

は
ま
だ
ま
だ
日
本
の
農
業
も
捨
て
た
も

の
で
は
な
い
と
希
望
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
や
は
り
天
気
も
味
方
に
な
っ

て
く
れ
な
い
大
変
な
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
31
年
こ
そ
は
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
！　
　
　

  

安
曇
野
市 

Ｍ
さ
ん

　
水
田
に
塩
を
入
れ
る
と
い
う
記
事
を

見
て
「
た
ま
げ
た
」
の
一
言
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
野
市 

Ｎ
さ
ん

　
北
相
木
村
の
山
奥
に
住
ん
で
い
る
の

で
今
ま
で
扇
風
機
な
ど
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
30
年
は
異
常
に
暑
さ
が
厳
し
く
、

つ
い
と
耐
え
ら
れ
ず
何
十
年
か
ぶ
り
に

扇
風
機
を
出
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
年
は

な
か
っ
た
で
す
ね
。
31
年
は
ど
う
な
る

か
。　
　
　
　
　

  

北
相
木
村 

Ｎ
さ
ん

　
表
紙
の
家
族
の
写
真
が
と
て
も
い
い

で
す
ね
。
明
る
い
農
村
の
未
来
を
感
じ

た
り
、
ほ
っ
こ
り
し
た
家
族
愛
を
感
じ

ま
す
。　
　
　
　
　

  

飯
山
市 

Ｉ
さ
ん

　
お
や
じ
の
ブ
ド
ウ
園
を
引
き
継
い
で

兼
業
農
家
を
し
て
い
ま
す
。
休
日
農
業

は
大
変
で
す
。　
　

  

塩
尻
市 

Ｋ
さ
ん

　
30
年
は
立
て
続
け
に
台
風
24
、
25
号

と
見
舞
わ
れ
農
家
の
被
害
は
大
き
い
も

の
で
し
た
。
そ
の
意
味
か
ら
言
っ
て
も

収
入
保
険
は
時
を
得
た
制
度
と
期
待
す

る
こ
と
大
で
す
。　

  

上
田
市 

Ｎ
さ
ん

　
先
日
、
農
作
業
の
一
段
落
時
に
ゴ
ル

フ
に
行
き
ま
し
た
。
前
日
の
雨
の
お
か

げ
も
あ
っ
た
の
か
ジ
ゴ
ボ
ウ
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
。
プ
レ
ー
そ
っ
ち
の
け
で
キ

ノ
コ
採
り
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
太
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  
長
野
市 

Ｏ
さ
ん

　
30
年
は
蚊
が
少
な
く
て
最
高
で
し
た
。

と
思
っ
た
ら
秋
野
菜
が
小
さ
い
虫
に
や

ら
れ
て
繊
維
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ト
ホ
ホ
。  

安
曇
野
市 
Ｈ
さ
ん

　
小
海
町
で
は
鞍
掛
豆
、
私
達
の
所
で

は
の
り
豆
と
言
い
ま
す
。
栄
養
が
あ
っ

て
お
い
し
い
豆
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

茅
野
市 

Ａ
さ
ん

　
我
が
家
も
ご
近
所
さ
ん
も
カ
ボ
チ
ャ

が
豊
作
で
家
に
カ
ボ
チ
ャ
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
お
手
軽
レ
シ
ピ
教
え
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
田
市 

Ｏ
さ
ん

　
豊
洲
と
築
地
、
も
っ
と
離
れ
て
い
る

か
と
思
っ
た
ら
一
里
も
離
れ
て
い
ま
せ

ん
ね
。
一
度
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

立
科
町 

Ｓ
さ
ん

　
昭
和
が
だ
ん
だ
ん
と
遠
く
に
感
じ
る

こ
の
頃
で
す
。　
　

  

須
坂
市 

Ａ
さ
ん

　
築
地
か
ら
市
場
が
移
り
ま
し
た
。
時

代
と
共
に
世
の
中
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

新
聞
雑
誌
な
ど
を
見
る
と
い
ろ
い
ろ
な

生
き
方
考
え
方
が
あ
る
と
、
こ
の
歳
に

な
っ
て
感
じ
取
る
な
ん
て
遅
い
か
な
？

で
も
楽
し
く
生
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

立
科
町 

Ｓ
さ
ん

NOSAI長野9 NOSAI 長野 8



1800

2000

1900

2300

2300

2200

2100

縞枯山荘

北横岳ヒュッテ

ピラタスの丘

蓼科高原美術館（冬季休館）
蓼科アミューズメント水族館

至茅野

至白樺湖

ピラタス蓼科
スノーリゾート

山
麓
駅

坪
庭
駅北八

ヶ岳

ロー
プウ
ェイ

雨池峠
坪庭

天狗の露地

七ッ池

亀甲池

ビ
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■ロープウェイ坪庭駅から北横岳山頂まで徒歩約90分
（無雪期・片道）

　
平
成
15
年「
信
州
須
坂
み
そ
料
理
の
会
」が

発
足
し
、
そ
の
後
結
成
５
周
年
事
業
と
し
て
、

み
そ
料
理
の
会
の
統
一
料
理
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
大
正
時
代
に
須
坂
で

須
坂
み
そ
で
味
付
け
し
た
す
き
焼
き
を
お
も

て
な
し
料
理
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
お
も
て
な
し
の
心
を
現
代
に
伝

え
る
べ
く
、
み
そ
す
き
丼
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　
現
在
で
は
市
内
で
７
店
舗
が
み
そ
す
き
丼

（
う
ち
１
軒
は
み
そ
す
き
御
膳
）を
提
供
し
て

い
ま
す
。
み
そ
味
の
す
き
焼
き
は
珍
し
い
と

い
う
こ
と
で
観
光
客
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
好

評
で
す
。
同
じ
く
地
元
産
の
具
材
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
信
州
伝
統
野
菜
で
あ
る
村
山
早

生
ご
ぼ
う
も
色
が
白
く
て
や
わ
ら
か
く
、
美

味
し
い
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
須
坂
市
は
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
み
そ
造

り
に
大
切
な
発
酵
や
熟
成
に
も
適
し
た
場
所

で
す
。
丁
寧
に
造
ら
れ
た
み
そ
は
、
須
坂
の

名
物
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
み
そ
す
き
丼

を
、
ま
ろ
や
か
で
こ
く
の
あ
る
味
に
ま
と
め

あ
げ
て
い
ま
す
。

　
北
横
岳
は
、
八
ヶ
岳
連
峰
の
北
端
に
位
置

す
る
標
高
２
、４
８
０
ｍ
の
山
で
、「
横
岳
」と

い
う
の
が
正
式
名
称
で
す
が
、
南
八
ヶ
岳
に

あ
る
横
岳
と
区
別
す
る
た
め
に
、一
般
に「
北

横
岳
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
森
に

覆
わ
れ
て
静
か
な
山
で
す
が
、
約
６
０
０
年

前
に
噴
火
し
た
活
火
山
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
利
用
す
れ
ば
短
時
間
で

山
頂
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
眺

望
が
広
が
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
冬
で
も
晴
天
率
が
高
く
、
青

空
の
下
、
樹
氷
に
囲
ま
れ
た
登
山
道
歩
き
を

楽
し
め
ま
す
が
、
冬
の
高
山
は
突
然
厳
し
い

表
情
に
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
な
装
備
と
十
分
な
体
力
・
技
術
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　
く
る
み
の
生
産
量
が
全
国
１
位
を
誇
る
長
野
県
の
中
で
も
、
東
御
市
は

日
本
一
の
く
る
み
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
御
市
は
降
水
量

が
少
な
く
、
日
照
時
間
が
長
い
の
が
特
徴
で
、
く
る
み
の
栽
培
に
適
し
て

い
ま
す
。
大
正
天
皇
即
位
御
大
典
記
念
と
し
て
、
現
在
の
東
御
市
和
地
区

周
辺
で
全
戸
に
く
る
み
の
苗
木
が
配
布
さ
れ
、
栽
培
が
推
奨
さ
れ
た
こ
と

が
産
地
形
成
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

　
東
御
市
で
主
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
く
る
み
は
、「
シ
ナ
ノ
グ
ル
ミ
」で
す
。

中
国
原
産
の
テ
ウ
チ
グ
ル
ミ
と
イ
ラ
ン
原
産
の
ペ
ル
シ
ャ
グ
ル
ミ
を
自
然

交
配
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
シ
ナ
ノ
グ
ル
ミ
は
大
玉
で
風
味
が
良
く
、
ほ

の
か
な
甘
み
と
コ
ク
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
殻
が
薄
く
、
比
較
的
簡
単
に

殻
を
割
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
る
み
の
収
穫
期
は
９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
。
収
穫
さ
れ
た
く
る
み

は
１
ヵ
月
ほ
ど
天
日
干
し
し
ま
す
。
外
国
産
の
く
る
み
は
火
を
使
い
短
時

間
で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
こ
の
方
法
だ
と
実
に
熱
が
加
わ

り
酸
化
を
早
め
、
風
味
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
陽
の
光
で
ゆ
っ
く
り
と

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
も
東
御
市
産
く
る
み
の
お
い
し
さ
の
一
因
で
す
。

　
く
る
み
は
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
を
含
む
栄
養
食
品
。
一
方
で
低

糖
質
な
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
向
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
砕
い
て
料
理
や
お
菓
子
に
混
ぜ
れ
ば
く
る
み
独
特
の
食
感
と

風
味
を
楽
し
め
ま
す
。
東
御
市
の
郷
土
料
理
と
し
て
は「
く
る
み
そ
ば
」や

「
く
る
み
お
は
ぎ
」な
ど
が
有
名
で
、
東
御
市
産
の
く
る
み
は
地
域
の
食
文

化
に
も
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

材料（4人分）
・牛肉切り落とし............. 150g
・豚ばら肉......................... 150g
・しらたき............................80g
・玉ねぎ............................. 120g
・村山早生ごぼう............. 120g
・しめじ................................80g
・えのき................................60g
・小ねぎ................................20g
・みそだれ
　味噌 ...................................50g
　砂糖 ...................................30g
　酢 .......................................20g
　水 .................................. 100cc
　酒 ........................... 大さじ1/2
・ご飯
・紅しょうが........................20g

須坂市

「みそすき丼」

個人情報の取扱い・注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、長野県農業共済組合（NOSAI長野）が適切に管理いたします。賞品の発
送、広報紙への読者の声の掲載のためにご記入いただくもので、それ以外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をしたりすることは一切ありません。●ご応募に際しては、個人情報の提供に
同意した上でご応募ください。●賞品または抽選や当選に関するご質問は受け付けておりません。

■ 当選者発表
 正解者727通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。 上の文字を組み合わせて

言葉を完成させてください。 答え □□□□□□

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
										クイズ係

62円切手
をお貼り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え
□□□□□□
郵便番号・住所・氏名・年齢・
電話番号をご記入ください。
※昔の農作業の思い出や本紙
の感想、いろいろなおたよ
りをお待ちしています。

（うら面）

「
北
横
岳
」 茅
野
市  

北
八
ヶ
岳

小 海 町 篠原多嘉子さん

立 科 町 六川　牧子さん

御代田町 須藤三枝子さん

佐 久 市 木内利一郎さん

上 田 市 温井　博己さん

上 田 市 宮﨑　久雄さん

上 田 市 高寺　節江さん

長 和 町 工藤美代子さん

長 和 町 大西三代子さん

青 木 村 溝呂木聡子さん

坂 城 町 西澤　博子さん

坂 城 町 滝沢　祐子さん

千 曲 市 山本　　司さん

中 川 村 中島　滋子さん

南箕輪村 丸山　幹男さん

富士見町 名取　安行さん

茅 野 市 島立　　弘さん

原　　村 中村　正女さん

飯 田 市 岡村　文宏さん

飯 田 市 横長喜和子さん

阿 智 村 金田　啓揮さん

木 曽 町 脇田美津子さん

松 本 市 竹内　英文さん

松 本 市 浅輪　康治さん

塩 尻 市 菅崎　　豊さん

塩 尻 市 塚原富美江さん

松 本 市 鶴川八重子さん

安曇野市 望月　芳信さん

安曇野市 藤澤　善彦さん

大 町 市 森山　英子さん

大 町 市 西沢　昌夫さん

中 野 市 山田善一郎さん

中 野 市 出川貴久美さん

栄　　村 上倉　和美さん

長 野 市 中澤三知代さん

長 野 市 山崎あけみさん

長 野 市 宮下ひで子さん

須 坂 市 吉池　佳子さん

小 川 村 和田さとしさん

飯 綱 町 花岡　昌子さん

■応募方法
記入例
（ハガキで応募
してください）

■締め切りは、平成31年2月18日（月）必着
■正解者の中から抽選で40名様に図書カード（1,000円分）を進呈します。
■ クイズの正解と当選者の氏名・市町村名は、「NOSAIながの」春号の紙面に

て発表します。

■ 前号の答え 場市洲豊

つくり方
① 玉ねぎは薄切り、村山早生ご

ぼうはささがきにし、えのき
はほぐす。しめじは小房に分
けておく。しらたきは適当な
長さに切っておく。

② みそだれの材料を煮立てて、
①の材料を入れ、ごぼうに火
が通ったら、大きめに切った
肉を入れ、火が通ったら火を
止める。

③ 温かいご飯に②のみそすきを
のせ、小ねぎと紅しょうがを
のせる。

 お好みで卵をのせる。

［交通アクセス］
■列車でお越しの場合
　JR中央本線茅野駅西口下車　２番バスのりばから「北八ヶ岳ロープウェイ」
　行きで約60分　ロープウェイ山麓駅から坪庭駅まで約７分
　※ロープウェイは定期点検等で運休になる場合がありますので、運行状況
　　は北八ヶ岳ロープウェイのHP等で事前にご確認ください。
■お車でお越しの場合
　中央道諏訪ⅠCからビーナスライン経由で約25km（所要時間約40〜60分）
　※冬期間はスタッドレスタイヤ等の装備をお願いします。

注 意 !
　坪庭は普段着でも散策できる園地になっています
が、その先は本格的な登山道で危険が伴います。季
節や天候に合わせた十分な装備と経験・知識および
体力・技術が必要になります。また、登山道に入られ
る場合は必ず登山計画書を提出してください。

写真・記事提供：一般社団法人 ちの観光まちづくり推進機構

東御市

くるみ

▲村山早生ごぼう
写真提供：須坂市商業観光課

NOSAI長野NOSAI長野 1011



　
総
合
的
病
害
虫
・
雑
草
管
理（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）の
取

り
組
み
が
、
効
率
的
な
病
害
虫
防
除
の
た
め
に

も
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。総
合
的
病
害
虫
・

雑
草
管
理（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）で
は
、
病
害
虫
の
発
生
し

に
く
い
環
境
を
整
え
た
上
で
、
防
除
要
否
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
適
切
に
判
断
し
、
多
様
な
手
法
に

よ
る
防
除
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で

は
、
多
様
な
病
害
虫
防
除
技
術
の
一
つ
と
し
て
、

光
を
利
用
し
た
病
害
虫
防
除
技
術
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
植
物
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
程
度
の
Ｕ
Ｖ-
Ｂ
照
射
に
よ
り
、

病
害
虫
を
抑
制
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

２
０
１
４
年
に
は
、
植
物
病
害
抑
制
用
ラ
ン
プ

と
し
て
、「
Ｕ
Ｖ-

Ｂ
電
球
形
蛍
光
灯
（
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
株
式
会
社
）」

（
ピ
ー
ク
波
長
約
３
０
０
〜
３
１
０
nm
）が
発
売

さ
れ
、
生
産
現
場
に
お
け
る
実
証
試
験
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
は
全
国
有
数
の
夏
秋
ど
り
イ
チ
ゴ
産

地
で
す
が
、
病
害
で
は
イ
チ
ゴ
う
ど
ん
こ
病
、

虫
害
で
は
ハ
ダ
ニ
類
等
の
発
生
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
害
虫
は
薬
剤
抵
抗
性

の
発
達
リ
ス
ク
が
高
く
、
こ
の
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
に
も
、
実
効
性
の
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｍ
技
術

を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
で
は
、「
Ｕ

Ｖ-

Ｂ
電
球
形
蛍
光
灯
」を
核
と
し
、
天
敵
等
と

組
み
合
わ
せ
た
体
系
的
な
病
害
虫
防
除
技
術
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
葉
裏

に
も
Ｕ
Ｖ-

Ｂ
を
照
射
す
る
手
法
の
開
発
お
よ

び
天
敵
な
ど
他
の
防
除
資
材
と
の
併
用
方
法
に

よ
る
防
除
効
果
の
検
討
」
お
よ
び
「
品
種
お
よ

び
作
型
に
よ
る
植
物
体
へ
の
生
育
抑
制
や
障
害

発
生
の
検
討
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

明
ら
か
に
な
る
試
験
結
果
に
基
づ
い
て
、
長
野

県
に
お
け
る
有
効
性
や
課
題
を
整
理
し
、
生
産

現
場
へ
の
普
及
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｕ
Ｖ-

Ｂ
照
射
は
、
省
力
的
な
病
虫
害
抑
制

技
術
と
し
て
生
産
現
場
に
お
け
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
普
及
に
は
経
済
性
等
の
検
討

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
Ｕ
Ｖ-

Ｂ

電
球
形
蛍
光
灯
」の
照
射
光
は
、紫
外
線（
ピ
ー

ク
波
長
３
０
０
〜
３
１
０
nm
）
で
あ
り
、
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
取
扱
説
明
書
を
遵
守
す
る
と

と
も
に
照
射
中
は
施
設
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が

な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
20
年
ほ
ど
前
に
就
農
し
、
現
在
は
水
稲
24
㌶
、
麦
17

㌶
、
大
豆
８
㌶
、
そ
ば
11
㌶
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
す

べ
て
露
地
物
な
の
で
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
な
か
な

か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
作
業
が
進
ま
な
い
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
昨
今
は
気
象
条
件
が
厳
し
く
、
過
去
の
経

験
値
が
役
に
立
た
な
い
こ
と
も
あ
り
、
肥
料
や
栽
培
方

法
を
都
度
工
夫
し
て
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　
14
年
前
、
畑
に
隣
接
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
。

自
家
栽
培
の
そ
ば
、
製
粉
、
手
打
ち
と
、
す
べ
て
自
分

の
と
こ
ろ
で
揃
え
た
食
材
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
農
家

の
強
み
で
す
。
近
く
に
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

が
あ
り
、
行
き
交
う
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
「
野
菜
や
そ

ば
が
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
安
曇
野
は
、
信
州
の
中
で
も
特
に
水
も
空
気
も
お
い

し
い
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
育
っ
た
農
産
物
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
い
い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
で
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

　
収
入
保
険
が
ス
タ
ー
ト
。
加
入
に
は
青
色
申
告
の
実

績
が
必
要
で
す
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
個
人
の
場

合
、
３
月
15
日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申

告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

このパンフレットは、見や
すいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

表紙
クローズ
アップ

安曇野市
斉藤農園  あぐりす

斉
さいとう

藤 岳
た け お

雄さん（46歳）

　　 諭
ゆ み こ

美子さん（44歳）

UV-Bによる病害虫防除

夏秋イチゴにおける現地試験の状況

発行日／2018年12月11日
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長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800　FAX.026-217-5816
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■ 各地域センター連絡先
東信地域センター TEL.0267-58-2580
南信地域センター TEL.0265-73-2195
中信地域センター TEL.0263-40-2500
北信地域センター TEL.026-219-2890

農業技術課（野菜花き試験場駐在）専門技術員

Ｕ
Ｖ-

Ｂ
を
利
用
し
た

防
除
技
術
と
は

長
野
県
に
お
け
る
研
究
状
況
：

イ
チ
ゴ
に
お
け
る
病
害
虫
防
除

技
術
開
発

留
意
事
項 UV-B電球形蛍光灯

　
平
成
最
後
の
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
後
だ
と
思

う
と
な
に
か
し
ら
力
が
入
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
買

っ
た
こ
と
の
な
い
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
購
入
し
ま
し
た
。

購
入
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、
い
か
が
で
し
た
か
。

　
平
成
時
代
も
新
元
号
時
代
も
楽
し
く
生
き
ま
す
。    （
Ｍ
）


